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女性進出の課題

出典：NHK 福島 NEWS WEB
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団体情報

団体名：特定非営利活動法人proYELL

代表者：理事長 田中 裕志

会員：個人5名、法人・団体12名

目的：
この法人は、地域事業者を応援・プロデュースする
プロフェッショナル集団を構築し、実務家ネットワー
クの相乗効果を発揮して複合的課題解決をサポ
ートすることにより、地域事業者のプロフィット（利益
）最大化に寄与することを目的とする。

所属専門家：
＜士業関係＞
税理士、行政書士、司法書士、弁護士、中小企
業診断士、社会保険労務士

＜士業以外＞
IT専門家、補助金申請専門家、組織・人材コン
サルティング、M&Aサポート、事業継承サポート、
銀行借入コンサルティング、認定支援機関、税制
優遇申請専門家（経営力向上計画、先端設備導
入計画等）
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課題と事業の目的

市内にも創業塾やサポート
があるが、男性と女性の創
業では、事業の起こし方や
事業化後の働き方も違い
があり、規模もさまざまであ
る。

女性が活躍する場所作り

女性向け副業・創業・事業拡大セミナー
NPO法人proYELL（本事業）

働きやすい職場環境づくり・女性活躍への取り組み
会津若松市 協働・男女参画室

自分に合った「創業」を実現し、
男女共同参画社会の実現を目指す。

環境の違いによる
支援のミスマッチ

生活・仕事環境から副業
やプチ創業からスタートす
ることもあるのが、女性の
創業の仕方であり、女性
進出・活躍のために有効な
方法である。しかし多くが、
創業＝ハードルが高いとな
って、機会を活かしていな
いこともある。

実際に福島県では、女性
が社長を務めているのは7
％で、全国で39番目と低
い。また、管理職も10％ほ
どと低く課題がある。（帝国
データバンクまとめ）

多様な創業があるが、
知られていない

全国的に低い結果
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事業の目的（協働・男女参画室）

○第６次市男女共同参画推進プラン

～「女性の創業支援」の取組について～
・ 男女の不平等感を解消し、女性が生き生きと活躍できる

「誰もが、住んでよかった、住み続けたいと思えるような魅力ある会津若松市」を

目指し、重点的な取組を設定。

・ その中で、「② 女性の能力発揮・人材育成」を掲げているが、基本施策として

女性限定の創業支援は明記していない。

※第６次市男女共同参画推進プランP.34 一部抜粋
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事業の目的（協働・男女参画室）

○成果と課題

取組 成果 課題

ハローワークマザーズ
コーナー

・子と一緒に相談
・就職実現に向けた支援計画
・寄り添い支援

・起業、創業の支援はない。
あくまで、求人している
企業の紹介。

県男女共生センター
チャレンジ＆内職相談

・再就職やキャリアアップ、
起業等、女性のチャレンジを
支援する相談を振興局内で
実施。

・内情は内職相談のみ。
相談者も高齢者や生活
困窮者が多い。

県事業の紹介 ・再就職支援セミナー（R5.9.30）
起業セミナー（R5.11.25）の紹
介

・単発で終わってしまい、
その後の支援がない。

「市創業支援等支援
事業計画」に基づく
取組

・「創業支援セミナー」や「起業
家応援相談会」などの開催

・対象者の幅が広い分、
女性の足が運びにくい
実態も想定される。
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事業の目的（協働・男女参画室）

○必要性

市主催で
対象者を女性
限定とした

創業セミナーは
ない

セミナー後の
寄り添い支援が

ない

女性創業者の
つながりが
ない

女性創業希望者の増！ 思いを形に！ 孤立防止！

これらを形にしていくためには…？
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具体的な事業①

伴走型でフォロー・サ

ポートも支援を行う。

②伴走型 ③補助金支援①創業塾

4つの取り組みで事業をけん引

起業・創業・副業等も含

めた女性の多様な事業

の起こし方にフォーカス

した創業塾を行う。

④ネットワーク

事業に必要な費用が

あった場合は、補助

金・助成制度の申請・

報告支援を行う。

同じ志を持った女性起

業家のネットワークを

構築し、そのサポート

を行っていく。

第1回目：オリエンテーション・起業・創業のスタイル
第2回目：マインドセット・自分に合った創業を検討する
第3回目：事業計画と顧客ニーズ
第4回目：マーケティングと営業
第5回目：個人ワーク/自分の事業について考える
第6回目：グループワーク/課題の共有と、取り組みの検討

①創業塾
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具体的な事業②

事業の立ち上げには、個々の相談で解決が果たせる場合と、メンター・サポ
ーターを必要とし、伴走型で支援したほうが良い場合と2通りある。そして、
当法人の特徴は、士業以外に、実際の中小企業の創業者も多く、事業立ち
上げ経験が豊富であり、実践力がある。伴走型が有効なのは、やりたい気
持ちはあるけど、どのように進めたらいいのか、そのために何が問題なのか
が明確でない場合が有効である。思いを形に変える作業は、一人よりサポ
ートがあることで、明確になり、行動の源泉になるので、セミナーや個別相談
だけでなく、伴走型もかけ合わせて行うことが、成果に繋がる。

伴走の体制は、NPO法人に所属する12名のいずれかが担当する。担当の
割り当ては、事業内容やその方の目指すゴールに相応しいものを選定する
。ただし、場合によって、複数で担当することもある。また、伴走支援は、月１
回以上の対面と電話・オンラインでのサポートで行っていく。

②伴走型
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具体的な事業③

広告や小規模予算：小規模事業者持続化補助金等
設備投資：ものづくり補助金、省エネ補助金等
雇用・教育関係：業務改善助成金、キャリアアップ助成金等
各担当は、300件以上の実績があり、全国でもトップクラスの実績

③補助金
助成金

セミナーや個別相談は、当法人と個人の繋がりにはなるが、横連携がなく、
志を同じくする横のネットワークが少ない。そこで、セミナー卒業生や個別相
談者をネットワーク化し、自己研鑽ができる場にする。当法人でも、2か月に
一度のセミナーや事例発表会を行っているので、その場も活用してネットワ
ークづくりと、その継続を行えるようにする。

④ネット
ワーク
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体制とスケジュール

【士業関係】
税理士、行政書士、司法書士、弁護士、中小企業診断士、社会保険労務士

【士業以外】
IT専門家、補助金申請専門家、組織・人材コンサルティング、M&Aサポート、
事業継承サポート、銀行借入コンサルティング、認定支援機関、税制優遇申
請専門家（経営力向上計画、先端設備導入計画等）

計12名の体制

実施体制

5月：セミナー・伴走の内容検討、チラシ等作成
6月：募集
7月：募集
8月：セミナー1回目、セミナー2回目
9月：セミナー3回目、伴走支援
10月：セミナー4回目、セミナー5回目、伴走支援
11月：セミナー6回目、伴走支援
12月：伴走支援
1月：伴走支援
2月：伴走支援、成果のまとめ

スケジ
ュール
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役割分担

・講習会の運営
・伴走型支援
・補助金・助成金等の支援制度のサポート
・起業を目指す女性のネットワークづくりNPO

・女性向けエンパワーメント講座を実施してきた成果と課題の共有
・募集案内
（庁内各所へのチラシの配置、市政だより・ホームページ・情報メール発信等
の多様な媒体を活用した募集案内）
・市ホームページや情報メールを活用した事業報告や優良事例の共有活動
・女性人材リストや活躍女性ロールモデルの見える化事業との連携

市役所
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期待される効果（目指すべきビジョン）

＜期待される効果＞
副業やプチ創業も含めた創業支援とすることで、多くの方が感じている

起業・創業への「壁」の打破に繋がっていく。
また、プチ創業によって、小さく起業して育てる、

あるいは目的に応じた事業の展開ができることで、次に続いていく人が増え、
女性の社会進出や起業の促進に繋がっていく。

補助事業の目標

セミナー参加数：20名 伴走型支援数：5名
創業数：2名 個別相談数：10名


